
 

佐
賀
地
本
は
、
8
月
9
日

（
木
）
か
ら
8
月
10
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
陸
海
空
三
自
衛
隊

統
一
の
募
集
広
報
「
パ
ワ
ー
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
１
８
」
へ

の
県
内
高
校
生
の
参
加
を
支
援

し
ま
し
た
。 

 

本
募
集
広
報
は
、
隊
員
募
集

を
目
的
と
し
て
、
陸
海
空
そ
れ

ぞ
れ
の
駐
屯
地
及
び
基
地
に
お

い
て
、
航
空
機
や
車
両
な
ど
の

主
力
装
備
や
自
衛
隊
員
の
勤
務

場
所
を
見
学
し
た
り
、
食
事
や

宿
泊
を
実
際
に
体
験
し
て
、
自

衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く

も
の
で
す
。 

 

１
日
目
は
、
空
自
新
田
原
基

地
及
び
陸
自
え
び
の
駐
屯
地
、

２
日
目
は
、
海
自
鹿
屋
航
空
基

地
に
お
い
て
、
自
衛
隊
で
の
生

活
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
、

「
と
て
も
内
容
の
濃
い
２
日
間

で
し
た
。
」
、
「
こ
の
経
験
を

大
切
に
し
ま
す
。
」
と
の
う
れ

し
い
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
部
隊

見
学
等
の
場
を
有
効
に
活
用
し

て
、
学
生
に
自
衛
隊
を
身
近
な

存
在
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
参

り
ま
す
。 

 

 

佐
賀
地
本
は
、
8
月
26
日

（
日
）
、
武
雄
競
輪
場
に
お
い

て
行
わ
れ
た
「
た
け
丸
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸

上
自
衛
隊
久
留
米
駐
屯
地
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
、
指
揮
通
信

車
、
短
距
離
地
対
空
誘
導
弾
及

び
近
距
離
地
対
空
誘
導
弾
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。 

 

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
車
両

を
前
に
「
こ
の
よ
う
な
装
備
で

日
本
の
空
を
護
っ
て
い
る
の
で 

 

佐
賀
地
本
は
、
8
月
19
日

（
日
）
、
地
本
本
部
に
お
い
て

航
空
学
生
の
制
度
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
参
加
者
に
対
し
て

試
験
等
の
概
要
説
明
を
現
役
の

海
自
・
空
自
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
２

名
が
行
い
ま
し
た
。 

 

説
明
の
後
は
、
海
自
と
空
自

の
希
望
者
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
の
懇
談

を
行
い
、
「
空
へ
の
夢
」
や

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
や
り
が
い
」

を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

す
ね
。
」
と
説
明
を
聞
く
方
が

多
く
、
地
対
空
誘
導
弾
へ
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

広
報
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

災
害
派
遣
活
動
状
況
の
パ
ネ
ル

展
示
、
ミ
ニ
制
服
の
試
着
及
び

記
念
撮
影
を
行
い
、
多
く
の
皆

様
方
に
立
ち
寄
っ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
地
域
の
皆
様

方
に
自
衛
隊
へ
の
親
近
感
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
8
月
21
日
（
火
）
に

は
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
に
お
い

て
、
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学

科
学
生
の
制
度
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
参
加
者
に
対
し
て

試
験
等
の
概
要
説
明
や
病
棟
で

の
実
習
体
験
を
行
っ
た
後
、
看

護
学
科
卒
業
生
と
の
懇
談
を
行

い
、
看
護
の
重
要
性
へ
の
理
解

を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
説
明

会
を
通
じ
て
、
自
衛
官
の
魅
力

を
周
知
し
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
8
月
6
日

（
月
）
、
佐
賀
市
内
に
お
い
て

一
般
財
団
法
人
自
衛
隊
援
護
協

会
と
の
共
催
に
よ
り
佐
賀
県
自

衛
隊
退
職
者
合
同
企
業
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
説
明
会
は
、
退
職
を
予
定

し
て
い
る
隊
員
と
雇
用
協
力
企

業
が
一
同
に
会
し
て
、
退
職
後

の
再
就
職
に
つ
い
て
面
談
を
行

う
も
の
で
す
。 

 

当
日
は
、
陸
海
空
の
退
職
予

定
隊
員
30
名
が
参
加
す
る
と
と

も
に
県
内
の
雇
用
協
力
企
業
63 

  

私
は
防
衛
医
科
大
学
校
自
衛 

官
コ
ー
ス
を
卒
業
し
て
、
良
か 

っ
た
と
思
う
こ
と
が
二
点
あ
り 

ま
す
。 

 

一
点
目
は
、
一
般
大
学
で
は
、 

で
き
な
い
よ
う
な
経
験
が
で
き 

た
こ
と
で
す
。 

 

防
衛
医
科
大
学
校
自
衛
官
コ 

ー
ス
は
、
看
護
師
、
保
健
師
で 

あ
る
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る 

コ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の 

授
業
や
訓
練
が
一
般
大
学
と
同 

じ
授
業
に
加
え
て
組
ま
れ
て
い 

ま
す
。 

 

授
業
例
と
し
て
は
、
災
害
や 

有
事
の
看
護
を
学
ぶ
防
衛
看
護 

学
、
夏
に
は
銃
の
操
作
方
法
や 

射
撃
訓
練
、
冬
に
は
ス
キ
ー
訓 

練
、
３
年
次
に
は
硫
黄
島
訓
練 

等
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い 

程
の
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が 

で
き
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
経
験
は
、
将
来
看 

護
師
、
保
健
師
で
あ
る
幹
部
自 

衛
官
と
し
て
自
衛
隊
病
院
や
災 

社
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

面
談
を
終
え
た
隊
員
か
ら
は
、

「
色
々
な
企
業
の
説
明
を
聞
け

て
良
か
っ
た
。
」
、
参
加
し
た

雇
用
協
力
企
業
の
担
当
者
の
方

か
ら
は
、
「
規
律
正
し
く
協
調

性
が
あ
る
自
衛
官
を
ぜ
ひ
採
用

し
た
い
。
」
と
の
う
れ
し
い
声

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
多
く
の
技
術 

・
技
能
を
持
つ
退
職
自
衛
官
の

県
内
企
業
へ
の
再
就
職
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

害
現
場
等
で
働
く
た
め
に
必
要 

な
も
の
で
あ
り
、
大
学
卒
業
後 

に
入
校
す
る
幹
部
候
補
生
学
校 

に
お
い
て
も
学
生
時
代
の
経
験 

が
役
立
ち
ま
し
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
経
験
を 

積
め
る
分
、
大
学
生
活
は
充
実 

し
て
お
り
、
勉
強
す
る
こ
と
も 

多
く
、
時
に
は
体
力
も
必
要
に 

な
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
勉
強
面
、
体
力
面 

共
に
、
教
官
が
支
え
て
下
さ
り
、 

体
力
も
少
し
ず
つ
向
上
し
て
い 

け
ば
問
題
な
い
た
め
不
安
に
思 

う
必
要
は
な
く
、
忙
し
い
中
で 

           

        

も
自
分
の
向
上
心
や
興
味
に
よ 

っ
て
、
大
学
生
活
は
よ
り
楽
し 

く
、
豊
か
に
で
き
る
と
思
い
ま 

す
。 

 

二
点
目
は
、
人
と
の
仲
が
深 

ま
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

自
衛
官
コ
ー
ス
の
学
生
は
先 

輩
、
後
輩
、
同
期
と
４
年
間
寮 

で
生
活
し
ま
す
。
そ
し
て
、
切 

磋
琢
磨
し
、
互
い
に
助
け
合
い 

な
が
ら
過
ご
す
こ
と
で
、
寮
生
、

特
に
同
期
生
と
の
仲
が
深
ま
り 

ま
す
。 

 

私
自
身
、
今
ま
で
本
音
で
話 

せ
る
人
は
、
そ
う
多
く
は
な
か 

っ
た
の
で
す
が
、
大
学
に
入
り
、

楽
し
い
話
や
真
剣
な
話
が
で
き 

る
友
人
が
増
え
、
卒
業
後
の
配 

属
病
院
が
別
で
も
友
人
で
い
た 

い
と
思
え
る
人
に
出
会
え
ま
し 

た
。 

 

ま
た
、
先
輩
と
後
輩
が
交
流 

す
る
場
も
設
け
ら
れ
る
た
め
、 

勉
強
等
に
関
す
る
相
談
も
気
軽 

に
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
人
と
の
交
流
を 

密
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

寮
生
活
で
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と 

思
い
ま
す
。 

 

私
は
こ
れ
か
ら
大
学
を
卒
業 

し
て
看
護
師
、
保
健
師
で
あ
る 

幹
部
自
衛
官
と
し
て
働
く
中
で
、

学
生
時
代
の
経
験
を
活
か
し
、 

築
い
た
人
と
の
仲
を
大
切
に
し 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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４
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返
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執
行 

優
利
花 

（鳥
栖
高
校
26
年
3
月
卒
業
） 

看護学生 
Column 

国を護る仕事に熱い視線 

就
職
援
助
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
9
月

2
日
（
日
）
、
武
雄
市
北
方
公

民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
武
雄

市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
武
雄
市
に
大
雨
特

別
警
報
が
発
令
さ
れ
、
北
方
公

民
館
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た

と
の
想
定
に
基
づ
き
、
本
地
域

を
担
任
す
る
第
４
高
射
特
科
大

隊
（
久
留
米
）
が
救
助
及
び
炊

事
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

地
本
は
、
本
訓
練
に
あ
わ
せ 

 

唐
津
出
張
所
は
、
7
月
28
日

（
土
）
、
唐
津
市
相
知
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
た
相

知
納
涼
祭
に
お
い
て
、
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

会
場
は
、
家
族
連
れ
を
中
心
と

し
た
多
く
の
方
々
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 

 

車
両
（
ジ
ー
プ
）
展
示
コ
ー

ナ
ー
及
び
広
報
ブ
ー
ス
の
制
服

試
着
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
家
族
連 

て
、
部
隊
と
連
携
し
て
広
報

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
募
集
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

広
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
消
防

団
の
方
や
地
域
の
皆
様
方
に
立

ち
寄
っ
て
頂
き
、
自
衛
隊
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
興
味
を
示
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て
、

積
極
的
に
募
集
広
報
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 れ

や
学
生
等
の
多
く
の
方
々
に

立
ち
寄
っ
て
頂
き
、
記
念
撮
影

を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

 

ミ
ニ
制
服
で
の
記
念
撮
影
を

し
た
親
御
さ
ん
か
ら
は
、
「
似

合
っ
て
い
て
可
愛
ら
し
い
。
」

と
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

唐
津
出
張
所
は
、
地
域
の
皆

様
方
に
自
衛
隊
へ
の
親
近
感
を

も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
も

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
8
月

10
日
（
金
）
、
事
務
所
を
訪
れ

た
航
空
自
衛
隊
へ
の
入
隊
予
定

者
と
臨
時
勤
務
中
の
航
空
自
衛

官
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 
 

８
月
末
に
航
空
自
衛
隊
へ
入

隊
を
予
定
し
て
い
る
中
原
さ
ん

と
懇
談
を
行
っ
た
の
は
、
平
成

29
年
度
に
佐
賀
県
か
ら
入
隊
し

た
航
空
自
衛
隊
那
覇
管
制
隊
所

属
の
安
藤
空
士
長
で
、
入
隊
ま

で
の
体
験
談
や
実
際
に
勤
務
し

て
の
感
想
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
8
月

26
日
（
日
）
、
鳥
栖
市
内
の
商

業
施
設
に
お
い
て
、
鳥
栖
市
防

衛
協
会
の
協
力
を
得
て
、
募
集

制
度
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
商

業
施
設
内
は
、
多
く
の
方
々
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
市
防
衛
協
会
の
方
々
と

連
携
し
て
、
通
り
が
か
っ
た
皆

様
方
に
対
し
て
募
集
制
度
説
明 

 
懇
談
を
終
え
た
中
原
さ
ん
か

ら
は
、
「
貴
重
な
体
験
談
を
通

じ
て
、
航
空
自
衛
官
と
し
て
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
」
と
の
感
想

を
頂
き
、
入
隊
へ
の
不
安
を
解

消
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
引
き

続
き
、
入
隊
予
定
者
と
ご
家
族

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。 

会
の
周
知
を
行
い
、
多
数
の
方

に
来
場
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

来
場
し
た
方
か
ら
は
、
「
息

子
に
防
衛
大
学
校
を
受
験
さ
せ

た
い
。
」
、
「
女
性
自
衛
官
を

目
指
し
た
い
。
」
と
の
う
れ
し

い
声
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
募
集
制
度
説
明
会
を
通
じ
て
、

募
集
広
報
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
入隊と同時に「自衛官候補生」に任命され、３か月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任用されます。 
■２等陸・海・空士任用後は、陸上自衛隊は１年９か月、 海上・航空自衛隊は２年９か月の任期制コース
となります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 

相
知
納
涼
祭
に
お
い
て
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

平和を守り、未来を創る 
陸・海・空自衛官候補生募集 

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、 
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。 

事務所等 住  所 電話番号 

本  部 
〒８４０－００４７ 
佐賀市与賀町２－１８ 

０９５２－２４－２２９１ 

唐  津  出  張  所 
〒８４７－００８５ 
唐津市和多田本村１－７ 

０９５５－７２－８６９７ 

武雄地域事務所 
〒８４３－００２３ 
武雄市武雄町大字昭和４３－１５ 

０９５４－２３－８３０４ 

鳥栖地域事務所 
〒８４１－００３７ 
鳥栖市本町１－９６２－１ 

０９４２－８３－４０７７ 

佐賀募集案内所 
〒８４０－０８０１ 
佐賀市駅前中央１丁目１３－４０ 

０９５２－３１－５００２ 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 

１８歳以上 
３３歳未満の者 
（３０．１０．１規則改正により引上げ） 
※詳細は、お問い合わせ下さい。 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒 

推薦 

男子で中卒（見込含） 

１７最未満の成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推薦
できる者 

１１月１日 
～１１月３０日 

３１年１月５日～７日 
※いずれか１日を指定されます。 

一般 
男子で中卒（見込含） 
１７歳未満の者 

１１月１日 
～３１年１月７日 

１次試験：３１年１月１９日 
２次試験：３１年２月１日～４日 

武
雄
市
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

商
業
施
設
内
に
お
い
て
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

航
空
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
の
不
安
を
解
消 

炊事の様子を見学する家族連れ 

広報コーナーにおける広報活動 

ハンドルを握って嬉しそうなお子さん 

記念撮影を楽しむ家族連れ 

募集制度についての質問に答える所長と 
臨時勤務中の吉田１陸士 

鳥栖市防衛協会との連携により開催 

担当広報官と安藤空士長から航空自衛隊の 
任務の説明を受ける入隊予定の中原さん 

懇談により入隊への不安を解消 


